
　

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
は
じ
め
と
し
た

強
制
収
容
所
、あ
る
い
は
絶
滅
収
容
所（
シ

ル
リ
・
ギ
ル
バ
ー
ト
『
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の

音
楽
』
で
は
「
死
の
収
容
所
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
）
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
ナ
チ
が

音
楽
隊
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
日
々
移
送
さ
れ

て
く
る
政
治
犯
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
抑
留
者
の

な
か
に
は
、
著
名
な
プ
ロ
や
セ
ミ
プ
ロ
の

音
楽
家
が
何
人
も
い
て
、
そ
れ
ら
の
人
び

と
か
ら
た
と
え
ば
優
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
作
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
比
較
的
容
易
な

こ
と
だ
っ
た
。
ナ
チ
は
そ
れ
ら
の
音
楽
隊

を
た
ん
に
娯
楽
の
手
段
と
し
た
だ
け
で
は

な
い
。
抑
留
者
か
ら
な
る
労
働
隊
の
出
発

と
帰
還
に
際
し
て
、
ま
た
新
た
な
移
送
者

を
迎
え
入
れ
る
と
き
、
さ
ら
に
は
処
刑
や

拷
問
の
最
中
に
も
、
ナ
チ
は
そ
れ
ら
の
音

楽
隊
に
演
奏
を
命
じ
た
。
恐
る
べ
き
収
容

所
の
機
能
を
維
持
す
る
う
え
で
、
ナ
チ
は

音
楽
を
徹
底
し
て
利
用
し
た
の
だ
。
そ
の

こ
と
は
、
抑
留
当
事
者
の
体
験
記
と
し
て

戦
後
間
も
な
く
書
か
れ
た
、
シ
モ
ン
・
ラ

ッ
ク
ス
／
ル
ネ
・
ク
ー
デ
ィ
ー
『
ア
ウ
シ

ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
音
楽
隊
』（
音
楽
之
友
社
、

邦
訳
初
版
一
九
七
四
年
、
新
版
二
〇
〇
九

年
）
な
ど
を
つ
う
じ
て
、
日
本
で
も
す
で

に
い
く
ら
か
は
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
書
『
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
音
楽
』
の
優
れ
た
特
徴
は
、
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
下
で
の
音
楽
を
、
ナ
チ
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
音
楽
隊
の
み
な
ら
ず
、
も
っ

と
秘
か
な
形
で
民
衆
に
流
布
し
た
歌
、
た

と
え
ば
ユ
ダ
ヤ
人
パ
ル
チ
ザ
ン
の
抵
抗

歌
に
ま
で
探
究
の
射
程
を
拡
げ
、
さ
ら

に
、
ゲ
ッ
ト
ー
お
よ
び
収
容
所
に
お
け
る

人
び
と
の
階
層
差
に
よ
る
音
楽
の
機
能
の

0

0

0

0

0

0

0

0
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0

0
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0
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異

0

0

、
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と

に
あ
る
と
言
え
る
。
本
書
に
お
い
て
は
そ

れ
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
（
第
一

章
）、
ヴ
ィ
ル
ナ
・
ゲ
ッ
ト
ー
（
第
二
章
）、

ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
収
容
所
（
第
三
章
）、

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
（
第
四
章
）

と
い
う
四
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て

実
現
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
著
者
は
、ユ
ダ
ヤ
人
の
「
抵
抗
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
戦
後
、
人
口
に
膾
炙

す
る
こ
と
に
な
る
い
く
つ
か
の
パ
ル
チ
ザ

ン
の
歌
だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
で
多
く
の

人
び
と
に
歌
わ
れ
な
が
ら
消
え
て
い
っ
た

と
お
ぼ
し
き
歌
の
発
掘
に
も
努
め
て
い

る
。必
ず
し
も「
抵
抗
歌
」と
は
呼
べ
な
い
、

た
と
え
ば
ゲ
ッ
ト
ー
の
悲
惨
な
日
常
を
そ

の
ま
ま
に
歌
っ
た
歌
だ
。
ナ
チ
に
対
す
る

抵
抗
か
協
力
か
、
そ
う
い
う
二
分
法
に
は

け
っ
し
て
収
ま
ら
な
い
そ
れ
ら
の
歌
を
一

つ
で
も
多
く
甦
ら
せ
る
こ
と
、
そ
こ
に
著

者
は
途
方
も
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で

い
る
。な
ぜ
な
ら
著
者
に
よ
れ
ば
、「
歌
は
、

自
分
た
ち
の
痕
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
か

っ
た
集
団
が
、
口
伝
え
し
、
そ
し
て
保
ち

つ
づ
け
た
共
通
の
思
い
や
解
釈
の
断
片
」

（
本
書
、
十
九
ペ
ー
ジ
）
だ
か
ら
で
あ
る
。

著
者
の
努
力
に
よ
っ
て
本
書
に
は
、
三
十

四
に
お
よ
ぶ
歌
の
譜
面
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
よ
う
な
「
共
通
の
思
い
や
解
釈
の

断
片
」
を
収
集
す
る
う
え
で
著
者
が
重
要

な
出
発
点
と
し
て
い
る
の
は
、
音
楽
を
安

直
に
「
精
神
的
抵
抗
」
の
シ
ン
ボ
ル
へ
と

神
話
化
し
な
い
、
と
い
う
態
度
で
あ
る
。

第
一
章
に
先
立
つ
序
章
は
「
音
楽
を
救
う

―
―
『
精
神
的
抵
抗
』
を
超
え
て
」
と
題

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
に
私
は
一
瞬
、

虚
を
突
か
れ
る
思
い
が
し
た
。
こ
の
間
私

は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
を
中
心
に

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
下
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
精

神
的
抵
抗
」
に
焦
点
を
置
い
て
自
分
な
り

に
研
究
を
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
研
究
で
は
最
終
局

面
の
「
武
装
抵
抗
」
に
焦
点
が
置
か
れ
が

ち
な
の
に
対
し
て
非
合
法
の
文
化
活
動
や

教
育
活
動
を
つ
う
じ
た
「
精
神
的
抵
抗
」

に
も
っ
と
光
を
あ
て
た
い
と
い
う
気
持
ち

だ
っ
た
の
だ
が
、
い
ず
れ
の
態
度
も
そ
の

対
象
を
あ
ら
か
じ
め
「
抵
抗
」
と
規
定
す

る
、
事
後
の
救
済
的
な
立
場
に
立
っ
た
一

面
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
が

著
者
の
厳
し
い
批
判
で
あ
る
。
著
者
に
よ

れ
ば
、
ゲ
ッ
ト
ー
住
民
や
収
容
所
抑
留
者

各
層
の
は
な
は
だ
し
い
格
差
を
背
景
に
し

て
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
下
の
「
音
楽
」
が
私

た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る
経
験
は
も
っ
と
微

細
で
複
雑
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
襞
に
視

線
を
届
か
せ
な
い
か
ぎ
り
、そ
の
音
楽
を
、

あ
る
い
は
音
楽
的
体
験
を
、
ほ
ん
と
う
の

意
味
で
「
救
う
」
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

　

そ
う
い
う
著
者
の
姿
勢
の
導
き
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
が

説
い
た
「
グ
レ
ー
・
ゾ
ー
ン
」
と
い
う
考

え
で
あ
る
。
レ
ー
ヴ
ィ
は
自
ら
の
ア
ウ
シ

ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
体
験
を
踏
ま
え
て
、
強
制
収

容
所
の
よ
う
な
極
限
的
な
状
況
下
で
は
、

誰
も
潔
白
で
は
あ
り
え
ず
、
す
べ
て
の
抑

留
者
は
絶
対
的
有
罪
と
絶
対
的
無
罪
の
あ

い
だ
の
「
グ
レ
ー
・
ゾ
ー
ン
」
に
置
か
れ

て
い
た
と
語
っ
た
。
著
者
の
探
索
し
て
い

る
歌
の
多
く
も
ま
た
、
そ
の
「
グ
レ
ー
・

ゾ
ー
ン
」
で
歌
わ
れ
た
の
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
本
書
に
お
け
る
探
究

の
最
低
限
の
前
提
は
、イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ド
イ
ツ

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
理
解
で
あ
る
。
著
者

は
、そ
れ
ら
の
言
語
に
習
熟
し
た
う
え
で
、

埋
も
れ
た
「
歌
」
と
そ
の
体
験
（
解
釈
）

を
求
め
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
に
あ
る
ア
ー
カ
イ
ヴ

の
膨
大
な
資
料
を
探
索
し
た
の
だ
。
著
者

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
を
祖
父
母

に
持
ち
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
生
ま
れ
、
南
ア

フ
リ
カ
で
育
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

う
い
う
背
景
を
持
つ
者
な
ら
前
記
の
諸
言

語
が
自
ず
と
身
に
つ
く
と
い
う
わ
け
で
は

ま
っ
た
く
な
い
。
こ
こ
十
年
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
壁
で
も
た
つ
い
て

い
る
私
な
ど
に
は
、
本
書
は
ま
こ
と
に
鞭

打
つ
よ
う
な
励
ま
し
で
あ
る
。

（
ほ
そ
み
・
か
ず
ゆ
き　

ド
イ
ツ
思

想
・
詩
人　

大
阪
府
立
大
学
教
授
）

▽
『
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
レ
ビ
ュ
ー
』

は
、
東
京
大
学
出
版
会
、
白
水
社
、
み
す

ず
書
房
の
三
社
が
発
行
す
る
無
料
の
タ
ブ

ロ
イ
ド
版
出
版
情
報
紙
で
す

▽
ご
送
付
先
の
変
更
の
さ
い
は
、お
名
前
・

新
住
所
・
旧
住
所
と
、
お
届
け
し
ま
し
た

本
紙
の
帯
封
コ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
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極限状況下の日常に
音楽があった

シルリ・ギルバート

《ホロコーストの音楽　ゲットーと収容所の生》
二階宗人訳

　

音
楽
は
ナ
チ
支
配
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
ゲ
ッ

ト
ー
と
強
制
収
容
所
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
壊
滅
前
夜
の
大
道

芸
や
合
唱
団
、
舞
台
演
芸
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ィ
ッ
ツ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
音
楽
を
使
っ

た
懲
罰
や
拷
問
─
─
。
音
楽
を
手
が
か
り

に
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
深
部
と
個
人
の
内

面
へ
の
窓
が
開
か
れ
る
。
本
書
は
若
き
世

代
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
社
会
史
に
新
た
な

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
拓
い
た
と
さ
れ
る
書
。

　

ナ
チ
ズ
ム
の
犠
牲
者
を
め
ぐ
る
戦
後
の

証
言
は
生
存
者
に
よ
る
も
の
だ
が
、
歌
は

生
き
て
還
ら
な
か
っ
た
人
々
の
声
を
伝
え

る
。
暴
力
を
ふ
る
う
者
へ
の
怒
り
。
子
を

あ
や
す
歌
を
口
ず
さ
む
時
に
心
に
よ
ぎ
る

不
吉
な
思
い
。
宗
教
へ
の
不
信
。
死
ん
だ

者
へ
の
消
え
る
こ
と
の
な
い
悲
し
み
。
み

え
て
く
る
の
は
、
従
来
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
受

難
と
抵
抗
の
「
物
語
」
に
は
収
斂
さ
れ
な

い
、
生
死
の
は
ざ
ま
に
あ
る
人
間
の
多
様

で
複
雑
な
生
と
経
験
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
パ
ル
チ
ザ
ン
、
ド

イ
ツ
人
共
産
党
員
、
ナ
チ
親
衛
隊
は
そ
れ

ぞ
れ
組
織
の
喧
伝
と
結
束
の
た
め
に
歌
唱

を
利
用
し
て
い
た
。
政
治
犯
囚
人
と
親
衛

隊
員
は
、
人
を
鼓
舞
す
る
同
じ
ド
イ
ツ
民

謡
や
労
働
歌
を
し
ば
し
ば
愛
唱
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

収
容
所
で
は
音
楽
は
異
質
な
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
運
営
に
不
可
欠
な
一
部
で

あ
っ
た
。
移
送
さ
れ
て
き
た
者
の「
選
別
」

に
も
、
労
働
へ
の
行
進
に
も
処
刑
に
も
、

音
楽
が
伴
奏
さ
れ
た
。

　

生
存
闘
争
が
最
優
先
す
る
極
限
状
況
に

お
け
る
闇
の
部
分
を
も
見
つ
め
た
本
書

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
自
身
の
ナ
チ
へ
の
協
力
を

著
し
た
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
や
、
収
容

者
の
階
層
化
に
伴
う
敵
対
や
憎
悪
、
人
間

性
崩
壊
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
証
言
し
た
プ
リ

ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
ら
の
精
神
を
継
ぐ
。

　

本
書
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
を
生

き
、
戦
後
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
収
容
所
を
経

験
し
た
祖
父
母
の
思
い
出
に
捧
げ
ら
れ
て

い
る
。
譜
面
34
点
や
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン

収
容
所
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
曲
目
一
覧

も
収
載
す
る
。　
　
　
　
［
音
楽
・
歴
史
］

（
Ａ
５
判
・
336
頁
・
四
七
二
五
円
）

細
見
和
之



　

一
九
三
〇
年
代
初
頭
か
ら
一
九

五
三
年
に
没
す
る
ま
で
、
ス
タ
ー

リ
ン
は
百
万
人
以
上
の
自
国
民
を

処
刑
し
た
。
さ
ら
に
部
下
た
ち
の

指
令
に
よ
っ
て
、
国
の
内
外
を
問

わ
ず
、
何
百
万
と
い
う
人
び
と
が

民
族
・
国
・
宗
教
・
階
級
な
ど
を

理
由
に
強
制
労
働
、
強
制
移
住
、

虐
殺
、
大
飢
饉
の
積
極
的
放
置
の

犠
牲
に
な
っ
た
。
そ
の
戦
慄
す
べ

き
全
体
像
が
、
具
体
的
か
つ
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
一
冊
。

　

現
在
で
も
、
三
〇
年
代
の
ソ
連

の
大
量
殺
人
を「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」

と
認
め
な
い
学
者
の
ほ
う
が
多
い

よ
う
だ
。
著
者
は
そ
の
原
因
と
し

て
、
国
連
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
が

成
立
し
た
時
の
諸
大
国
の
思
惑
、

共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
批
判

す
る
こ
と
に
歴
史
的
な
複
雑
さ
が

あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
い
ま
だ

に
、
政
治
・
社
会
集
団
を
対
象
に

し
た
大
量
殺
人
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

と
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。

　

ネ
イ
マ
ー
ク
は
ソ
連
・
東
欧
の

歴
史
を
専
門
に
す
る
卓
越
し
た
ア

メ
リ
カ
の
研
究
者
。
徹
底
し
た
資

料
の
渉
猟
を
と
お
し
て
、「
定
義
」

自
体
の
見
な
お
し
を
求
め
、
ソ
連

の
複
数
の
犯
行
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

と
断
定
す
る
―
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

飢
餓
殺
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
支
配

階
級
の
抹
殺（
カ
チ
ン
の
森
）、「
敵

国
」
民
族
の
強
制
移
住
に
よ
る
大

量
死
、
富
農
（
ク
ラ
ー
ク
）
の
撲

滅
、
ソ
連
権
力
中
枢
の
大
粛
清
。

　

ソ
連
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
背
後

に
は
、
つ
ね
に
ス
タ
ー
リ
ン
個
人

が
い
た
。
こ
の
独
裁
者
の
成
り
立

ち
を
探
り
、
さ
ら
に
ヒ
ト
ラ
ー
の

ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
と
い
う「
公
認
の
」

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
真
正
面
か
ら
比

較
す
る
こ
と
で
、
こ
の
議
論
の
今

日
的
な
意
味
を
問
う
。［
現
代
史
］

（
四
六
判
・
200
頁
・
二
六
二
五
円
）

（２）パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2012 年（平成 24 年）9 月15日 第 8 号

み
す
ず
書
房
新
刊
（

2012
・
５
～
８
）

パ
ウ
ゼ
ヴ
ァ
ン
グ　

全
体
主
義
の
狂
気
に「
普
通
の
」

人
び
と
が
の
み
こ
ま
れ
て
ゆ
く
さ
ま
を
、
少
年
少
女

の
目
を
通
し
て
描
く
。高
田
ゆ
み
子
訳
二
六
二
五
円

ツ
ヴ
ァ
イ
ク　

女
に
は
生
涯
の
内
に
デ
ー
モ
ン
に
身

を
ま
か
せ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
。
女
性
心
理
を
描
く

傑
作
。
辻
・
大
久
保
訳
池
内
紀
解
説
二
九
四
〇
円

下
村
寅
太
郎　
〈
数
学
・
自
然
学
・
形
而
上
学
〉

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
を
創
っ
た
。
科
学
史
／
科
学
哲

学
の
古
典
的
名
著
。
加
藤
尚
武
解
説
　
三
一
五
〇
円

朝
永
振
一
郎　

原
子
力
開
発
と
核
実
験
の
時
代
を
生

き
た
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
者
が
科
学
の
原
罪
性
を
説
い

た
随
筆
ほ
か
、
十
一
篇
。
江
沢
洋
編
　
三
一
五
〇
円

石
原
吉
郎　

シ
ベ
リ
ア
で
の
８
年
の
収
容
所
体
験
と

戦
後
日
本
に
著
者
は
何
を
み
た
か
。
生
き
る
意
味
を

求
め
た
比
類
な
き
書
。
岡
真
理
解
説　

三
一
五
〇
円

岡
野
憲
一
郎　

心
理
面
接
者
が
抱
く
迷
い
や
疑
念
に

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
も
う
ひ
と
つ
の
思
考
回
路
を
示

す
。
経
験
知
満
載
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。
二
三
一
〇
円

徐
京
植

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
後
の
音
楽
と
は
。

マ
ー
ラ
ー
、
尹
伊
桑
な
ど
音
楽
と
い
う
鏡
に
映
し
て

自
分
自
身
と
時
代
を
省
み
る
最
新
作
。
二
九
四
〇
円

露
伴
、
井
伏
、
開
高
の
名
作
ほ
か
素
石
や
雨
村
の
随

筆
、
野
田
知
佑
、
河
合
雅
雄
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
釣
り

の
妙
味
を
伝
え
る
13
篇
。
湯
川
豊
編
　
二
七
三
〇
円

労
働
組
合
関
連
の
未
邦
訳
記
事
、
書
評
、
長
文
論
考

「
展
望
」、
そ
し
て
精
緻
な
工
場
就
労
の
記
録
「
工
場

日
記
」
な
ど
全
12
篇
。
冨
原
眞
弓
訳
　
五
〇
四
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
込
で
す
）

私
の
西
洋
音
楽
巡
礼

〈
境
界
例
〉・〈
境
界
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
〉
概
念

の
変
遷
と
研
究
の
昨
今
。「
適
切
な
治
療
距
離
」
を

重
視
し
た
臨
床
経
験
が
生
ん
だ
８
篇
。
三
七
八
〇
円

拗
ね
者
、頑
張
り
屋
、寂
し
が
り
。
樋
口
一
葉
の
素
顔

を
知
る
友
人
知
人
が
語
る
肖
像
。
薄
田
泣
菫
、
馬
場

孤
蝶
、幸
田
露
伴
他
。
小
池
昌
代
解
説　
二
五
二
〇
円

シ
ェ
フ
ネ
ル　

一
九
二
六
年
に
発
表
さ
れ
た
世
界
初

の
ジ
ャ
ズ
研
究
。
草
創
期
の
衝
撃
と
可
能
性
を
活
写

し
た
音
響
の
民
族
誌
学
。
昼
間
賢
訳
三
五
七
〇
円

三
浦
哲
哉　

人
は
な
ぜ
不
自
由
を
求
め
て
映
画
を
見

る
の
か
。
グ
リ
フ
ィ
ス
、ラ
ン
グ
、ウ
ェ
ル
ズ
、ヒ
ッ

チ
コ
ッ
ク
か
ら
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
へ
。
三
五
七
〇
円

ユ
ク
ス
キ
ュ
ル　

生
物
進
化
の
一
元
論
か
ら
環
境
世

界
へ
の
多
様
な
適
合
機
能
へ
。
生
物
学
に
認
識
論
的

基
礎
を
与
え
た
名
著
。
前
野
佳
彦
訳
　
六
三
〇
〇
円

動
物
の
環
境
と
内
的
世
界

始
原
の
ジ
ャ
ズ

ア
フ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
音
響
の
考
察

森
ま
ゆ
み　

い
か
に
し
て
私
た
ち
が
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
か
。
日
本
社
会
に
具
体
的
な
提
言
と
活
動
を

続
け
る
著
者
が
問
う
硬
質
エ
ッ
セ
イ
。
二
五
二
〇
円

ラ
ー
ト
カ
ウ　

環
境
を
め
ぐ
る
権
力
の
歴
史
的
特
質

を
描
き
政
策
へ
の
示
唆
に
も
満
ち
た
傑
作
。
屈
指
の

歴
史
家
の
主
著
。
海
老
根
・
森
田
訳
　
七
五
六
〇
円

楠
明
子
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
で
は
女
性
の
出
番

は
な
く
、
少
年
た
ち
が
女
役
を
こ
な
し
た
。
彼
ら
は

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
を
ど
う
演
じ
た
の
か
？
三
三
六
〇
円

町
づ
く
ろ
い
の
思
想

宮
﨑
か
づ
ゑ　

十
歳
で
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
・
長
島

愛
生
園
へ
。
八
十
を
越
え
瑞
々
し
い
言
葉
で
綴
り
語

る
道
程
。
辰
巳
芳
子
氏
と
の
対
談
付
。
二
五
二
〇
円

坂
上
香
ひ
と
は
自
分
の
中
の
牢
獄
か
ら
自
由
に
な

れ
る
か
。
米
西
部
の
更
生
団
体
と
、
終
身
刑
受
刑
者

の
出
会
い
と
回
復
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。
二
七
三
〇
円

シ
ュ
ミ
ッ
ト
　
決
断
な
き
政
治
の
根
源
に
あ
る
ロ
マ

ン
主
義
を
徹
底
検
証
。
全
体
主
義
を
考
え
る
必
須
の

書
。
大
久
保
和
郎
訳
　野
口
雅
弘
解
説
　三
三
六
〇
円

ザ
ラ
シ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ　

小
石
の
中
の
痕
跡
を
科
学
的

に
読
み
解
き
、
地
球
史
を
エ
レ
ガ
ン
ト
に
描
く
地
学

読
み
物
の
珠
玉
作
。
江
口
あ
と
か
訳
　
三
一
五
〇
円

〈カチンの森〉〈大粛清〉はジェノサイドか
ノーマン・M・ネイマーク

《スターリンのジェノサイド》
根岸隆夫訳

リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
の
ジ
レ
ン
マ
は
解
け
る
か

　
「
人
間
は
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に

ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
無
視
す
る
の
か
、
過
剰
に
重

視
す
る
の
か
…
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

が
十
分
に
恐
ろ
し
け
れ
ば
、
発
生

確
率
が
実
際
に
は
低
く
て
も
、
わ

れ
わ
れ
は
確
率
が
は
る
か
に
高
い

か
の
よ
う
に
扱
う
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
本
当
に
賢
明
な
考
え
方
な
の

か
？
問
題
は
、最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

へ
の
対
応
が
負
担
と
リ
ス
ク
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
対

応
自
体
に
も
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
が

伴
う
と
い
う
点
だ
」（
は
じ
め
に
）

　

本
書
の
目
標
は
三
つ
。
ま
ず
、

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
対
し
て
人
間

の
心
理
は
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
い

が
ち
な
の
か
を
分
析
す
る
。
特
に

過
剰
反
応
と
完
全
な
無
視
と
い
う

極
端
に
振
れ
る
心
理
傾
向
が
リ
ス

ク
へ
の
対
処
に
ど
の
よ
う
に
影
響

す
る
の
か
を
論
じ
る
。
第
二
に
、

個
人
と
政
府
は
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

に
つ
い
て
ど
う
し
た
ら
よ
り
賢
明

に
考
え
ら
れ
る
か
を
、
予
防
原
則

を
精
緻
化
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

第
三
に
巨
大
リ
ス
ク
に
お
け
る
費

用
便
益
分
析
の
可
能
性
と
限
界
を

追
求
す
る
。

　

壊
滅
的
で
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
大
惨
事
に
、
ど
う
対
峙
す
べ
き

か
―
―
リ
ス
ク
認
知
の
心
理
学
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
予
防
原
則
と
費
用

便
益
分
析
を
緩
や
か
に
両
立
さ
せ

た
法
学
／
経
済
学
の
成
果
。

　
［
法
学
・
経
済
学
・
リ
ス
ク
管
理
］

（
四
六
判
・
360
頁
・
三
九
九
〇
円
）

　

リ
ア
さ
ん
て
、
会
う
と
い
い
お

方
！
／
こ
ん
な
く
だ
ら
ぬ
本
書
い

て
／
さ
ぞ
か
し
つ
む
じ
曲
が
り
か

も
。「
リ
ア
は
こ
と
ば
に
た
い
す

る
本
当
の
詩
人
の
感
覚
を
も
っ
て

い
る
。（
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
に

比
べ
て
）
リ
ア
の
方
が
詩
的
な
の

で
純
粋
な
ノ
ン
セ
ン
ス
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
調
子
を
ご
く
わ
ず

か
変
え
れ
ば
〈
光
る
鼻
の
ド
ン

グ
〉
は
十
九
世
紀
の
も
っ
と
も
感

銘
深
い
ロ
マ
ン
派
の
詩
に
な
る
だ

ろ
う
」（
Ａ
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
「
ノ

ン
セ
ン
ス
に
つ
い
て
」）

　

自
ら
称
し
て
、「
ノ
ン
セ
ン
ス

の
桂
冠
詩
人
」。
エ
ド
ワ
ー
ド
・

リ
ア
は
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
詩

人
＝

画
家
で
、
子
ど
も
ば
か
り
で

な
く
大
人
に
も
親
し
ま
れ
る
詩
を

ど
っ
さ
り
書
い
た
。
そ
の
多
く
は

「
リ
メ
リ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
〈
五

行
ざ
れ
詩
〉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

詩
は
こ
れ
ま
で
、
ラ
ス
キ
ン
や
チ

ェ
ス
タ
ー
ト
ン
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
、

Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
、
オ
ー
デ

ン
な
ど
、
多
く
の
ひ
と
に
愛
さ
れ

て
き
た
。

　

本
書
は『
ノ
ン
セ
ン
ス
の
贈
物
』

『
ノ
ン
セ
ン
ス
・
ソ
ン
グ
』
な
ど

の
代
表
作
を
は
じ
め
、
詩
人
の
傑

作
を
精
選
・
集
成
し
た
魅
力
的
な

一
巻
で
あ
る
。　
　
［
文
学
・
詩
］

（
四
六
変
型
272
頁
・
三
三
六
〇
円
）

《
リ
ア
さ
ん
て
、
ど
ん
な
ひ
と
？

ノ
ン
セ
ン
ス
の
贈
物

》

Ｅ
・
リ
ア

新
倉
俊
一
編
訳

ノ
ン
セ
ン
ス
の
桂
冠
詩
人
リ
ア
傑
作
選

　

生
物
心
理
社
会
（
バ
イ
オ
サ
イ

コ
ソ
ー
シ
ャ
ル
）
モ
デ
ル
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
人
間
は
生
物
で
あ

り
、
心
を
も
っ
た
存
在
で
あ
り
、

社
会
な
中
で
社
会
と
と
も
に
生
き

る
も
の
だ
か
ら
、
精
神
医
学
の
医

師
た
ち
は
そ
の
三
つ
を
つ
ね
に
考

え
て
患
者
に
あ
た
る
べ
き
だ
と
い

う
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
を
中
心
に
、
精
神
分
析
あ
る

い
は
薬
物
療
法
一
辺
倒
の
あ
り
方

へ
の
批
判
的
意
味
を
も
っ
て
い

た
。
し
か
し
実
際
は
、
そ
の
三
つ

の
折
衷
主
義
か
ら
幾
多
の
混
乱
が

生
ま
れ
て
い
る
。な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

オ
ス
ラ
ー
、
マ
イ
ヤ
ー
、
エ
ン

ゲ
ル
な
ど
精
神
医
学
史
の
中
で
躍

動
し
た
医
学
者
た
ち
の
思
想
を
通

し
、
あ
る
べ
き
医
学
的
〈
知
〉
の

あ
り
方
を
示
す
。『
現
代
精
神
医

学
原
論
』
の
著
者
が
描
く
、
精
神

医
学
の
未
来
を
見
据
え
た
第
二

弾
。［
精
神
医
学
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
416
頁
・
六
八
二
五
円
）

▽
既
刊　
『
現
代
精
神
医
学
原
論
』

村
井
俊
哉
訳
（
七
七
七
〇
円
）

《
解
離
す
る
生
命

》

野
間
俊
一

薬
物
療
法
で
は
蔽
い
き
れ
な
い
深
み

《
生
殖
技
術　
不
妊
治
療
と
再
生
医
療
は

社
会
に
何
を
も
た
ら
す
か

》

柘
植
あ
づ
み

小
石
、地
球
の
来
歴
を
語
る

自
然
と
権
力
　
環
境
の
世
界
史

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
〈
女
〉
た
ち

少
年
俳
優
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
大
衆
文
化

そ
こ
に
僕
ら
は
居
合
わ
せ
た

語
り
伝
え
る
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
下
の
記
憶

長
い
道

ラ
イ
フ
ァ
ー
ズ
　
罪
に
向
き
あ
う

境
界
例
研
究
の
50
年

笠
原
嘉
臨
床
論
集

《
始
ま
り
の
本

》

政
治
的
ロ
マ
ン
主
義

《
始
ま
り
の
本

》

望
郷
と
海

《
始
ま
り
の
本

》

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
火

〈
大
人
の
本
棚

〉

女
の
二
十
四
時
間

《
始
ま
り
の
本

》

科
学
史
の
哲
学

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
選
集
Ⅱ

中
期
論
集
：
労
働
・
革
命

〈
大
人
の
本
棚

〉

安
楽
椅
子
の
釣
り
師

上
村
忠
男　

サ
イ
ー
ド
ら
境
界
知
識
人
の
立
つ
「
異

他
な
る
反
場
所
」
か
ら
、
言
論
状
況
へ
の
批
判
的
介

入
を
め
ざ
し
て
。
思
想
史
家
の
実
践
。
三
九
九
〇
円

ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
通
信

キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン

田
沢
恭
子
訳

齊
藤
誠
解
説《
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

巨
大
リ
ス
ク
に
ど
こ
ま
で
備
え
る
の
か

》
　

日
本
で
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り

一
年
間
に
生
ま
れ
る
子
ど
も
は
約

二
万
人
に
の
ぼ
る
。
生
殖
技
術
が

も
た
ら
し
た
最
大
の
変
化
は
、
生

殖
を
身
体
か
ら
切
り
離
し
た
こ
と

だ
。
そ
れ
に
よ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
以

外
の
精
子
や
卵
子
に
よ
る
受
精

や
、代
理
出
産
が
可
能
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
事
態
を
大
き
く
変
え
た
の

は
、
受
精
卵
が
研
究
材
料
と
し
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
二
一
世
紀
の
医
療
と
し
て
期

待
さ
れ
る
再
生
医
療
に
は
受
精
卵

が
必
要
な
た
め
、
不
妊
治
療
の
過

程
で
作
ら
れ
た
受
精
卵
が
研
究
に

使
わ
れ
る
道
筋
が
つ
け
ら
れ
た
。

　

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
技
術
の
大

き
な
特
性
だ
。
で
は
、
生
殖
技
術

は
私
た
ち
の
社
会
に
何
を
も
た
ら

し
た
の
か
。
精
子
・
卵
子
・
受
精

卵
が
商
品
や
研
究
材
料
に
な
る
と

き
、
何
が
起
き
た
の
か
。
家
族
と

は
、
子
ど
も
と
は
何
か
。
子
ど
も

が
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
、
医
療

産
業
や
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と

結
び
つ
く
道
筋
を
丹
念
に
描
き
、

生
殖
技
術
の
構
造
を
明
ら
か
に
し

た
は
じ
め
て
の
本
。［
社
会
医
学
］

（
四
六
判
・
288
頁
・
三
三
六
〇
円
）

医
学
的
〈
知
〉
の
未
来
へ
導
く

　
『
自
明
性
の
喪
失
』
な
ど
で
、

人
間
学
的
精
神
医
学
、
哲
学
と
精

神
療
法
の
実
践
に
大
き
な
業
績
を

残
し
た
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
、

死
後
に
編
ま
れ
た
論
文
集
。
心
身

問
題
、
妄
想
の
現
存
在
分
析
、
精

神
医
学
に
お
け
る
弁
証
法
的
考
察

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
代
表
的
な
論

文
10
本
を
集
め
る
。

　
「
精
神
科
医
は
、
医
者
と
し
て

つ
ね
に
人
間
的
実
存
の
全
体
と
関

わ
り
を
も
つ
。
こ
の
全
体
は
、
尋

常
な
ら
ざ
る
ほ
ど
複
雑
な
も
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
科
学
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
ひ
た
す
ら
困
難
な
も

の
で
あ
る
。（
…
）〈
科
学
的
な
〉

手
法
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
つ
ま

り
、
出
会
い
に
さ
ら
に
思
考
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
」（
本
書
よ
り
）。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
今
後
も
ブ
ラ
ン

ケ
ン
ブ
ル
ク
を
読
む
努
力
を
惜
し

ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
精

神
病
理
学
の
今
後
の
展
開
へ
向
け

て
の
、
無
尽
蔵
の
宝
が
隠
さ
れ
て

い
る
」（
木
村
敏
）。

［
精
神
医
学
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
・
400
頁
・
五
〇
四
〇
円
）

▽
既
刊
『
自
明
性
の
喪
失
―
―
分

裂
病
の
現
象
学
』（
五
八
八
〇
円
）

《
目
立
た
ぬ
も
の
の

精
神
病
理

》

Ｗ
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク

木
村
敏
・
生
田
孝
監
訳

代
表
作
10
篇
、
没
後
編
ま
れ
た
精
選
論
集

　

医
療
行
為
と
し
て
の
薬
物
療
法

が
席
巻
す
る
い
ま
、
解
離
や
境
界

例
の
病
像
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
、
医
師
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ

い
か
。
精
神
病
理
学
は
絶
滅
寸
前

だ
と
言
わ
れ
る
が
、
果
た
し
て
そ

う
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
の
身
体
論

や
、み
ず
か
ら
の
「
ハ
イ
マ
ー
ト
」

概
念
を
軸
に
、
解
離
の
病
態
論
の

歴
史
と
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
を
つ
ぶ

さ
に
追
い
、
著
者
は
決
し
て
薬
物

療
法
だ
け
で
は
蔽
い
き
れ
な
い
人

間
と
い
う
存
在
の
深
み
を
新
た
に

認
識
す
る
。
い
ま
問
題
に
な
っ
て

い
る
摂
食
障
害
や
、
肝
移
植
の
さ

い
に
起
こ
る
ド
ナ
ー
と
レ
シ
ピ
エ

ン
ト
の
病
像
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
と
は
？　
『
身
体
の
哲
学
』（
講

談
社
選
書
メ
チ
エ
）
で
デ
ビ
ュ
ー

し
た
気
鋭
の
精
神
科
医
が
描
く
、

刺
激
的
な
12
論
集
。　
［
精
神
医

学
・
現
代
思
想
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
四
六
256
頁
・
予
価
三
五
七
〇
円
）

サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
史

〈
大
人
の
本
棚

〉

一
葉
の
ポ
ル
ト
レ

▽
Ｍ
・
ロ
ッ
ク
『
脳
死
と
臓
器

移
植
の
医
療
人
類
学
』
坂
川
雅

子
訳
（
五
二
五
〇
円
）
同

『
更
年
期
』
江
口
重
幸
他

訳
（
五
八
八
〇
円
）
▽
Ｊ
・

コ
ー
エ
ン『
流
産
の
医
学
』

藤
井
知
行
監
修
・
谷
垣
暁

美
訳
（
三
一
五
〇
円
）
▽

Ｒ
・
Ｃ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
『
生

命
倫
理
を
み
つ
め
て
』
中
野
真

紀
子
訳
（
二
五
二
〇
円
）
▽
Ｄ
・

ヒ
ー
リ
ー『
功
う
つ
薬
の
功
罪
』

田
島
治
監
修
・
谷
垣
暁
美
訳（
四

四
一
〇
円
）
▽
Ａ
・
ク
ラ

イ
ン
マ
ン
他
『
他
者
の
苦

し
み
へ
の
責
任
』
坂
川
雅

子
訳
・
池
澤
夏
樹
解
説（
三

五
七
〇
円
）
▽
Ｐ
・
フ
ァ

ー
マ
ー
『
権
力
の
病
理　

誰
が
行
使
し
誰
が
苦
し
む

の
か
』
豊
田
英
子
訳
・
山
本
太

郎
解
説
（
五
〇
四
〇
円
）
ほ
か

生命倫理・
医療人類学 既刊

そ
の
構
造
を
初
め
て
明
ら
か
に

心
理
療
法
／
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

30
の
心
得

ナ
シ
ア
・
ガ
ミ
ー

山
岸
・
和
田
・
村
井
訳《
現
代
精
神
医
学
の
ゆ
く
え

》

バ
イ
オ
サ
イ
コ
ソ
ー
シ
ャ
ル

折
衷
主
義
か
ら
の
脱
却
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「
落
語
を
演
る
こ
と
と
精
神
分

析
を
や
る
こ
と
、
落
語
家
で
あ
る

こ
と
と
精
神
分
析
家
で
あ
る
こ

と
。
長
い
間
、
私
は
そ
れ
ら
を
並

べ
て
考
え
て
み
た
こ
と
も
な
か
っ

た
。
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
が
落

語
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

こ
と
も
、
思
い
出
そ
う
と
す
れ
ば

思
い
出
せ
た
の
だ
が
、
あ
ら
た
め

て
考
え
て
み
な
か
っ
た
。
私
が
そ

う
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え

は
じ
め
た
の
は
、
九
〇
年
代
の
立

川
談
志
の
落
語
に
触
れ
る
う
ち
に

ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
き
、

ま
さ
に
先
祖
が
え
り
の
よ
う
に
、

保
育
園
時
代
そ
の
ま
ま
に
落
語
を

演
り
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
つ
い
に
私
は
五
十
代
に

な
っ
て
年
に
二
、
三
回
、
人
を
集

め
て
落
語
を
演
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
る
と
再
び
落
語
も
落
語
家

も
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
た
。」

　

故
立
川
談
志
曰
く
「
落
語
の
主

題
は
、
忠
臣
蔵
で
仇
討
に
行
か
ず

逃
げ
ち
ゃ
っ
た
家
来
た
ち
」。
そ

ん
な
落
語
の
国
に
生
き
る
、
熊
さ

ん
、
八
っ
あ
ん
、
与
太
郎
、
若
旦

那
…
市
井
の
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
た

ち
の
あ
ま
り
に
人
間
的
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
心
理
を
、
気
鋭
の
精
神

分
析
家
が
深
く
鋭
く
洞
察
す
る
。

「
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
死
体
が
登

場
す
る
と
事
態
は
急
変
す
る
。
ほ

ん
と
う
に
死
体
が
登
場
す
る
こ
と

は
、
も
の
す
ご
い
恐
慌
を
彼
ら
に

か
き
た
て
る
。
ら
く
だ
と
い
う
人

物
の
死
は
喜
ば
し
い
。
し
か
し
、

そ
の
死
体
と
い
う
事
実
は
何
よ

り
も
恐
ろ
し
く
耐
え
難
い
。（
…
）

「
死
」
と
「
死
体
」
の
根
本
的
な

差
異
が
、
こ
こ
に
は
端
的
に
描
き

出
さ
れ
て
い
る
。
人
間
的
な
事
態

と
し
て
の
死
と
、
物
理
的
で
具
体

的
で
圧
倒
的
な
、
人
間
的
な
事
態

に
な
る
以
前
の
「
も
の
」
と
し
て

の
死
体
。
祖
父
の
遺
骸
の
前
の
十

一
歳
の
私
を
瞬
時
に
引
き
裂
い

た
、
相
反
す
る
ふ
た
つ
の
力
が
、

こ
こ
で
は
順
番
に
出
現
し
て
い
る

の
で
あ
る
」（「
死
と
死
体
の
あ
い

だ
―
―
「
ら
く
だ
」」）。

　

最
終
章
は
最
愛
の
落
語
家
立
川

談
志
論
。
そ
し
て
巻
末
に
は
立
川

談
春
師
匠
と
の
対
談
が
実
現
。［
落

語
・
精
神
分
析
］【
十
一
月
上
旬
刊
】

（
四
六
256
頁
・
予
価
二
六
二
五
円
）

落語を演ること＝精神分析家であること
藤山直樹

《落語の国の精神分析》

　

著
者
は
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に

ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
大
学
町
で
暮

ら
し
、
そ
の
後
全
米
を
ク
ル
マ
で

走
破
し
た
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
カ
ー

ラ
ジ
オ
か
ら
、
東
京
の
自
宅
で
深

夜
、
レ
コ
ー
ド
か
ら
流
れ
出
る
歌

の
深
く
積
み
重
ね
た
経
験
が
、
こ

の
本
の
記
述
を
厚
く
し
て
い
る
。

　

歌
の
主
題
は
「
私
の
生
き
方
」

だ
と
著
者
は
言
う
。
ジ
ム
・
ク
ロ

ウ
チ
、
キ
ャ
ロ
ル
・
キ
ン
グ
、
イ

ー
グ
ル
ス
ら
に
続
い
て
、
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
・
カ
ン
ト
リ
ー
の
歌
い

手
た
ち
。
ク
リ
ス
・
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ソ
ン
、
マ
ー
ル
・
ハ
ガ
ー
ド
、

ウ
ィ
リ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
、
ウ
ェ
イ

ロ
ン
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
、
グ
ラ
ム
・

パ
ー
ソ
ン
ズ
、
エ
ミ
ル
ー
・
ハ
リ

ス
、
ジ
ョ
ン
・
プ
ラ
イ
ン
…
…
。

　

戦
争
の
敗
北
に
よ
る
精
神
の
空

白
を
、
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
（
尊
厳
）

に
よ
っ
て
支
え
る
た
め
の
数
々
の

歌
。
そ
の
「
詩
」
を
翻
訳
し
つ
つ

読
み
解
き
、
声
を
伝
え
な
が
ら
、

詩
人
長
田
弘
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ソ

ン
グ
の
真
実
を
探
っ
て
ゆ
く
。

　

一
九
九
六
年
版
（
岩
波
新
書
）

を
改
訂
、
今
世
紀
に
な
っ
て
か

ら
の
九
篇
を
増
補
し
た
本
書
を

締
め
く
く
る
の
は
一
昨
年
の
ボ

ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
来
日
コ
ン
サ
ー

ト
。「
廃
墟
の
街
」を
聴
き
な
が
ら
、

四
十
五
年
前
の
発
表
時
と
は
ま
っ

た
く
違
う
、
張
り
つ
め
た
歌
の
彼

方
に
「
ア
メ
リ
カ
の
風
景
」
を
み

る
著
者
の
姿
が
胸
を
う
つ
。

［
ア
メ
リ
カ
論
・
音
楽
エ
ッ
セ
イ
］

【
十
月
下
旬
刊
】

（
四
六
272
頁
・
予
価
二
七
三
〇
円
）

《
サ
ラ
エ
ボ
で
、
ゴ
ド
ー
を

待
ち
な
が
ら　　
　
　
　
　

》

Ｓ
・
ソ
ン
タ
グ

富
山
太
佳
夫
訳

行
動
す
る
批
評
家
の
エ
ッ
セ
ン
ス

月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

▽
ソ
ン
タ
グ
『
書
く
こ
と
、
ロ
ラ

ン
・
バ
ル
ト
に
つ
い
て
―
―
エ
ッ

セ
イ
集
１
／
文
学
・
映
画
・
絵
画
』

（
三
五
七
〇
円
）［
全
２
巻
完
結
］

「チェット・アトキンスのギターはと
にかく水際立っている」『チェット＆
フレンズ』収録リハーサル（著者撮影）

《
幻
滅
論　
［
増
補
版
］

》

北
山
修

代
表
作
に
増
補「「
日
本
人
」と
い
う
抵
抗
」

　

フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
、
一
九
九
七
年
に
ソ
ン

タ
グ
は
こ
う
言
明
し
て
い
る
―
―

「
行
進
に
参
加
し
た
り
、
何
か
を

歌
っ
た
り
す
る
前
に
守
る
べ
き
鉄

則
と
は
―
―
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
て
、
そ
こ
で
、
じ
か
に
、
か
な

り
の
時
間
、
そ
の
国
、
戦
争
、
不

正
義
、
そ
の
他
の
対
象
に
つ
い
て

体
験
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
自
説

を
世
に
問
う
権
利
は
な
い
と
い
う

こ
と
」。
こ
う
し
て
、
ソ
ン
タ
グ

は
戦
火
の
下
で
悲
惨
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
サ
ラ
エ
ボ
の
人
々

と
、
ベ
ケ
ッ
ト
の
『
ゴ
ド
ー
を
待

ち
な
が
ら
』の
演
出
を
敢
行
す
る
。

ソ
ン
タ
グ
は
稀
有
な
行
動
す
る
批

評
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に

も
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
、
写
真
に
も

通
暁
し
て
い
た
。
本
書
は
そ
う
し

た
多
面
的
な
批
評
的
エ
ッ
セ
イ
を

集
成
し
た
一
巻
。［
文
学
・
評
論
］

（
四
六
判
・
312
頁
・
三
九
九
〇
円
）

　

酒
井
啓
子
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い

う
呪
縛
」
／
［
新
連
載
］
野
口
良

平
「『
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ク
ラ

ブ
』
の
周
辺
」
／
保
坂
和
志
「
書

き
手
の
時
間
・
揺
れ
」（
七
月
号
）。

三
上
か
ー
り
ん
「
こ
と
ば
と
解
釈

―
―
デ
ィ
ト
リ
ヒ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
＝

デ
ィ
ス
カ
ウ
の
こ
と
」
／
磯

前
順
一
「
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
Ｃ
・
Ｇ
・

ユ
ン
グ
―
―
他
者
と
し
て
の
内
面

へ
」
／
飯
島
み
ど
り
「
バ
ー
ビ
イ
・

ヤ
ー
ル
へ
の
道
」
／
［
新
連
載
］

辻
由
美
「
図
書
館
の
可
能
性
」（
八

月
号
）。
ウ
ゲ
ン
・
ワ
ン
デ
ィ
「
ラ

ヤ
と
リ
ン
シ
へ
―
―
西
北
ブ
ー
タ

ン
紀
行
」
／
酒
井
啓
子
「「
宗
派

は
放
っ
て
お
け
」
と
元
大
臣
は
言

っ
た
」
／
宮
田
昇
「
Ｊ
・
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
と
運
営
委
託
」（
九
月
号
）。

連
載
は
小
沢
信
男
、
大
谷
卓
史
、

外
岡
秀
俊
、
高
桑
信
一
、
佐
々

木
幹
郎
ほ
か
。　
（
各
三
一
五
円
）

　

精
神
分
析
の
観
点
か
ら
日
本
人

の
〈
き
ず
な
〉
や
〈
つ
な
が
り
〉

の
発
生
を
研
究
す
る
に
際
し
、『
古

事
記
』
や
昔
話
、
浮
世
絵
の
母
子

像
や
春
画
に
描
か
れ
た
二
者
あ
る

い
は
三
者
の
光
景
に
着
目
し
て
き

た
著
者
の
代
表
論
集
。
今
回
、
応

用
分
析
的
論
考
の
新
た
な
成
果
と

し
て
、「「
日
本
人
」
と
い
う
抵
抗

―
―
私
見
」
を
増
補
。
独
自
の
ス

タ
イ
ル
で
発
展
す
る
我
が
国
の
精

神
分
析
の
歴
史
を
そ
の
起
源
か
ら

分
析
的
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、

広
く
日
本
文
化
に
お
け
る
「
幻
滅

恐
怖
」
と
「
二
重
性
」
の
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

［
精
神
医
学
・
精
神
分
析
］

（
四
六
判
・
296
頁
・
二
七
三
〇
円
）

詩人が読むアメリカン・ソング
長田 弘

《アメリカの心の歌　expanded edition》

エ
ッ
セ
イ
集　

２
／

写
真
・
演
劇
・
文
学 

この夏，たくさんの新聞書評をいただきました

マイケル・R. ローズ　熊井ひろ美訳

老化の進化論　小さなメトセラが寿命観を変える　3150 円

池谷裕二氏・読売新聞 8 月 12 日
東嶋和子氏・北海道新聞 7 月 15 日
信濃毎日新聞 7 月 15 日
出久根達郎氏・朝日新聞 6 月 24 日

ヤン・ザラシーヴィッチ　江口あとか訳

小石，地球の来歴を語る　3150 円

畠山重篤氏・読売新聞 8 月 12 日
日本経済新聞 6 月 17 日

小池昌代解説〈大人の本棚〉

一葉のポルトレ　2520 円

「書物の森」東京新聞 8 月 7 日夕刊
池内 紀氏・毎日新聞 8 月 5 日

石原吉郎　岡 真理解説《始まりの本》

望郷と海　3150 円

〈門〉氏・毎日新聞 8 月 26 日
蜂飼 耳氏・東京新聞 8 月 4 日夕刊

ペーター・ツムトア　鈴木仁子訳

建築を考える　3360 円

堀江敏幸氏・毎日新聞 8 月 12 日
岡田温司氏・読売新聞 6 月 17 日

ジョエル・G. ブレナー　笙 玲子訳

チョコレートの帝国　3990 円

東京新聞 8 月 5 日
武田尚子氏・日本経済新聞 7 月 15 日

三浦哲哉

サスペンス映画史　3570 円

中条省平氏・日本経済新聞 7 月 29 日 岡野八代

フェミニズムの政治学　4410 円

上野千鶴子氏・熊本日日新聞 7 月 1 日

芥川喜好

時の余白に　2625 円

鷲田清一氏・朝日新聞 7 月 1 日

ポール・ファーマー　豊田英子訳　山本太郎解説

権力の病理　誰が行使し誰が苦しむのか
医療・人権・貧困　5040 円

渡辺 靖氏・朝日新聞 6 月 17 日

高橋悠治

きっかけの音楽　3045 円

杉本秀太郎氏・毎日新聞 6 月 24 日

楠 明 子
シェイクスピア劇の〈女〉たち
少年俳優とエリザベス朝の大衆文化　3360 円

河合祥一郎氏・日本経済新聞 8 月 26 日

朝永振一郎　江沢 洋編《始まりの本》

プロメテウスの火　3150 円

海部宣男氏・毎日新聞 7 月 15 日

　

甘
～
い
、
夢
の
よ
う
な
お
菓

子
に
、
生
き
馬
の
目
を
抜
く
企

業
戦
略
、
そ
の
底
流
に
蠢
く
創

業
一
族
の
、
何
世
代
に
も
わ
た

る
熾
烈
な
ラ
イ
バ
ル
秘
話
が
加

わ
れ
ば
、
面
白
く
な
い
は
ず
は

な
い
。
加
え
て
、
圧
倒
的
な
筆

力
だ
。
四
〇
〇
頁
を
超
え
る
大

著
も
一
気
に
読
め
て
し
ま
う
。

　

こ
げ
茶
色
の
シ
ン
プ
ル
な
包

み
紙
の
板
チ
ョ
コ
で
有
名
な
ハ

ー
シ
ー
社
。
が
っ
つ
り
か
ぶ
り

つ
く
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ
ー
で
有

名
な
、
マ
ー
ズ
社
。
米
国
の
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
業
界
を
二
分
し
て

き
た
こ
の
二
大
企
業
は
、
社
風

も
経
営
方
針
も
、
そ
し
て
創
業

者
の
性
格
も
、
す
べ
て
に
お

い
て
正
反
対
だ
っ
た
。

　

ハ
ー
シ
ー
タ
ウ
ン
と
呼
ば

れ
た
町
を
作
り
、
工
場
だ
け

で
な
く
団
地
や
福
利
施
設
、

孤
児
院
ま
で
作
る
。
自
ら
作
り

上
げ
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
和
気
藹

藹
の
お
菓
子
生
産
を
続
け
て
き

た
ハ
ー
シ
ー
に
対
し
て
、
後
進

の
マ
ー
ズ
は
、
冷
徹
で
秘
密
主

義
の
挑
戦
者
を
徹
し
て
き
た
。

そ
の
徹
底
ぶ
り
は
創
業
家
の
専

横
と
独
断
的
経
営
を
生
み
、
時

に
社
を
離
れ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
幹
部
が
ハ
ー
シ
ー
に
引
っ

こ
抜
か
れ
る
こ
と
も
起
き
る
。

そ
の
く
だ
り
は
、
あ
た
か
も
戦

国
時
代
の
大
河
ド
ラ
マ
の
よ
う

だ
。

　

対
照
的
な
両
社
は
、
対
外
戦

略
で
も
真
っ
向
か
ら
異
な
る
戦

略
を
立
て
る
。
海
外
、
特
に
冷

戦
末
期
以
降
は
ロ
シ
ア
、
東
欧

に
積
極
的
に
進
出
し
た
マ
ー
ズ

に
対
し
て
、
ハ
ー
シ
ー
は
ひ
た

す
ら
内
向
き
で
あ
る
。
評
者
の

経
験
で
も
、
中
東
や
ア
ジ
ア
の

ど
ん
な
田
舎
の
雑
貨
屋
に
も
、

マ
ー
ズ
の
ス
ニ
ッ
カ
ー
ズ
が
置

い
て
あ
っ
た
。

　

な
に
よ
り
衝
撃
的
な
の
が
、

冒
頭
で
語
ら
れ
る
湾
岸
戦
争
の

際
の
、
両
社
の
対
軍
売
り
込
み

工
作
で
あ
る
。
灼
熱
の
砂
漠
で

戦
闘
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
米

軍
に
対
し
、「
砂
漠
で
も
溶
け

な
い
」
と
販
売
促
進
に
成
功
し

た
の
は
、
マ
ー
ズ
社
だ
っ
た
。

カ
ロ
リ
ー
が
高
く
即
座
に
栄
養

補
給
に
な
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

は
、
戦
闘
に
赴
く
人
々
の
必
需

品
な
の
で
あ
る
。

　

嗜
好
品
を
狂
言
回
し
に
し
て

壮
大
な
歴
史
や
社
会
経
済
の
シ

ス
テ
ム
を
俯
瞰
す
る
書
き
方

は
、
ど
ん
な
事
例
も
面
白
く
読

め
る
が
、
本
書
は
な
か
で
も
逸

品
で
あ
る
。
た
だ
難
点
は
、
読

ん
で
い
る
最
中
、
何
度
も
コ
ン

ビ
ニ
に
走
っ
て
チ
ョ
コ
を
買
い

に
行
き
た
く
な
る
こ
と
だ
が
。

（
さ
か
い
・
け
い
こ　

東
京

外
国
語
大
学
大
学
院
教
授
）

＊
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
６
月
26

日
号
掲
載
の
書
評
を
抄
録
し
ま

し
た
▽
ブ
レ
ナ
ー
『
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
の
帝
国
』（
三
九
九
〇
円
）

酒井啓子
Ｊ．G．ブレナー

《チョコレート
の帝国》
笙 玲子訳

を読む

書評コラム



（４）パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2012 年（平成 24 年）9 月15日 第 8 号

みすず書房・最近の重版より
夜と霧　新版

Ｖ．Ｅ．フランクル  池田香代子訳　　　　￥1575 
夜と霧――ドイツ強制収容所の体験記録

Ｖ．Ｅ．フランクル  霜山徳爾訳　　　　　￥1890 
アリアドネからの糸

中井久夫 　　　　　　　　　　　　　　￥3150
貧乏人の経済学

A．V．バナジー／E．デュフロ 山形浩生訳 ￥3150
ピダハン――「言語本能」を超える文化と世界観

D．L．エヴェレット　屋代通子訳 　　　　￥3570
人類の星の時間

Ｓ．ツヴァイク　片山敏彦訳 　　　　　　￥2625
時の余白に

芥川喜好 　　　　　　　　　　　　　　￥2625
建築を考える

ペーター・ツムトア　鈴木仁子訳　　　　 ￥3360
老化の進化論――小さなメトセラが寿命観を変える

Ｍ．Ｒ．ローズ　熊井ひろ美訳 　 　 　　￥3150
プロメテウスの火《始まりの本》

朝永振一郎  江沢 洋編　　　　　　　　￥3150

み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

　

本
書
は
一
九
七
〇
年
代
半
ば
、

ジ
ュ
ネ
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の

と
し
て
ガ
リ
マ
ー
ル
社
に
託
し
た

二
種
の
原
稿「
判
決
」「
私
は
い
た
、

そ
し
て
私
は
い
な
か
っ
た
」
か
ら

な
り
、
生
誕
百
周
年
の
お
り
に
刊

行
さ
れ
た
。
な
ぜ
こ
れ
ま
で
公
表

さ
れ
な
か
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、

一
九
七
四
年
ご
ろ
、
ジ
ュ
ネ
は
こ

ん
な
ふ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　
「
私
は
私
の
人
生
に
つ
い
て
本

を
書
い
て
い
る
。
日
本
に
行
っ
た

旅
の
話
で
始
ま
る
。
私
は
複
雑
で

入
念
な
形
式
を
選
ん
だ
。
中
央
に

ひ
と
つ
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
り
、
そ

れ
は
そ
れ
で
続
い
て
い
く
が
、
余

白
に
は
別
の
テ
ク
ス
ト
が
い
く
つ

も
あ
っ
て
、
中
央
の
テ
ク
ス
ト
を

中
断
し
、
延
長
し
、
豊
か
に
し
て

い
く
」（
ワ
ン
ヌ
ー
ス
「
伝
説
と

鏡
の
か
な
た
に
」
鵜
飼
哲
訳
）

　

ま
さ
に
本
書
は
そ
の
よ
う
に
始

ま
る
。
そ
し
て
作
家
自
身
の
指
定

に
よ
る
特
殊
な
組
版
（
デ
リ
ダ
に

『
弔
鐘
』
を
着
想
さ
せ
た
六
七
年

の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
論
の
発
展
型
）

や
交
替
す
る
黒
赤
二
色
の
文
字
の

連
な
り
に
よ
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
の

予
言
を
な
ぞ
る
か
の
よ
う
に
ジ
ュ

ネ
版
「
イ
ジ
チ
ュ
ー
ル
」
が
展
開

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
遺
作
『
恋

す
る
虜
』の
原
型
で
あ
り
つ
つ
も
、

ま
っ
た
く
独
自
の
高
密
度
結
晶

体
。「
犯
罪
者
」
ジ
ュ
ネ
総
決
算
の

書
に
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
は
じ

め
世
界
の
抵
抗
運
動
に
同
伴
す
る

「
証
言
者
」
ジ
ュ
ネ
を
始
動
さ
せ

た
詩
的
か
つ
思
想
的
テ
ク
ス
ト
で

あ
る
。
草
稿
写
真
四
色
掲
載
。
装

幀
・
菊
地
信
義
。 

［
フ
ラ
ン
ス
文

学
・
現
代
思
想
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
88
頁
・
予
価
三
九
九
〇
円
）

40年を経て公刊された草稿
ジャン・ジュネ

《判決》
宇野邦一訳

《
カ
フ
カ
と
の
対
話

手
記
と
追
想
［
増
補
版
］

》

グ
ス
タ
フ
・
ヤ
ノ
ー
ホ

吉
田
仙
太
郎
訳　
三
谷
研
爾
解
説

生
身
の
カ
フ
カ
を
伝
え
る
特
別
な
書

《
隠
喩
と
し
て
の
病
い
／

エ
イ
ズ
と
そ
の
隠
喩

》

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ

富
山
太
佳
夫
訳

病
い
に
ま
と
い
つ
く
言
葉
の
暴
力

　
「
冷
静
は
力
の
表
現
で
す
。
静

け
さ
に
よ
っ
て
ま
た
力
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
が

極
性
の
法
則
で
す
。
静
か
な
忍
従

は
人
を
自
由
に
し
ま
す
―
―
た

と
え
処
刑
を
前
に
し
て
も
」。
著

者
ヤ
ノ
ー
ホ
は
、
17
歳
と
い
う
多

感
な
年
頃
に
カ
フ
カ
の
知
遇
を
得

た
。
以
後
二
人
の
間
で
は
、文
学
・

音
楽
・
美
術
、
そ
し
て
社
会
や
歴

史
や
人
間
を
め
ぐ
る
極
私
的
会
話

が
交
わ
さ
れ
る
。
青
年
が
「
単
な

る
個
人
を
超
え
て
働
く
私
的
宗
教

の
偶
像
」
と
表
わ
す
よ
う
に
、
カ

フ
カ
の
言
葉
は
深
遠
だ
。
刊
行
以

来
、
生
身
の
カ
フ
カ
を
伝
え
る
書

と
し
て
特
別
の
位
置
に
あ
る
作
品

の
待
望
の
復
刊
。　
［
海
外
文
学
・

文
芸
批
評
］【
十
月
上
旬
刊
】

（
四
六
384
頁
・
予
価
三
九
九
〇
円
）

　

み
ず
か
ら
鋳
造
し
た
ブ
ロ
ン
ズ

の
静
物
を
、
自
作
レ
ン
ズ
に
よ
っ

て
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
写
真
に
収
め
た

作
品
な
ど
で
注
目
を
集
め
る
彫
刻

家
・
小
林
且
典
の
初
期
作
か
ら
最

近
作
ま
で
を
収
録
し
た
作
品
集
。

　

東
京
芸
大
卒
業
後
、
留
学
先
の

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
伝
統
的
な

蝋
型
鋳
造
を
学
ん
だ
小
林
の
静
謐

感
た
だ
よ
う
作
品
は
、
柔
ら
か
な

光
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
、
内
外
で

人
気
を
博
し
て
い
る
。
こ
の
八
月

よ
り
静
岡
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
個
展
〈
ひ
そ
や
か
な
眼
差

し
〉
の
公
式
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
刊

行
。
解
説
＝
岡
田
温
司　

ブ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
＝
須
山
悠
里　

ア
ト
リ

エ
写
真
＝
平
野
太
呂
。

［
現
代
美
術
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
Ｂ
５
変
型
136
頁
・
三
五
七
〇
円
）

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の

最
盛
期
は
ほ
ぼ
衰
退
期
に
も
あ
た

っ
て
い
た
。
国
家
・
宗
教
・
学
問
・

言
語
・「
自
己
」
概
念
を
は
じ
め

と
し
て
、
各
分
野
や
世
界
観
が
ゆ

る
ぎ
、
統
一
と
分
裂
が
あ
る
意
味

で
は
同
居
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ

た
。
一
つ
の
時
代
の
終
焉
と
西
欧

近
代
の
始
ま
り
を
、
統
治
者
で
あ

れ
、
民
衆
で
あ
れ
、
知
識
人
で
あ

れ
、
同
時
代
人
は
ど
う
感
じ
、
考

え
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

か
。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
ボ
ダ
ン
、

パ
オ
ロ
・
サ
ル
ピ
、
ガ
リ
レ
イ
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ッ
カ
ー
、
ベ
ン
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、

ホ
ッ
ブ
ズ
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
な
ど

が
書
き
残
し
た
も
の
を
中
心
に
、

類
を
み
な
い
仮
説
か
ら
書
き
起
こ

し
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
の
碩
学

に
よ
る
画
期
作
。
ブ
ル
ク
ハ
ル

ト
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
を
継
ぐ
現
代
の

古
典
。［
西
洋
史
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
376
頁
・
六
三
〇
〇
円
）

《
小
林
且
典
作
品
集

ひ
そ
や
か
な
眼
差
し

》

彫
刻
家
の
静
謐
感
た
だ
よ
う
作
品
集

《
ル
ネ
サ
ン
ス
の
秋

1550

―1640

》

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｊ
・
バ
ウ
ズ
マ

澤
井
繁
男
訳

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
を
継
ぐ

　
『
夜
と
霧
』
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｅ
テ
レ
「
100
分
de
名

著
」
を
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
八
月
の
四
週
に
わ
た

る
放
送
で
大
反
響
と
な
り
、
池
田

香
代
子
訳
の
新
版
、
霜
山
徳
爾
訳

の
版
、と
も
に
大
増
刷
に
な
っ
て
、

著
者
フ
ラ
ン
ク
ル
の
想
い
を
多
く

の
読
者
へ
お
届
け
で
き
ま
し
た
。

　
『
夜
と
霧
』
は
五
十
年
を
こ
え

て
読
み
継
が
れ
て
い
る
名
著
で
す

が
、
ご
存
じ
な
い
方
は
ま
だ
ま
だ

お
い
で
で
す
。
多
く
の
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
は
書
店
店
頭
か
ら
そ
の
存
在

が
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
昨
今
は
新
刊
書
の
点

数
が
あ
ま
り
に
増
え
、
隅
に
追
い

や
ら
れ
が
ち
な
の
が
実
情
で
す
。

新
刊
と
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
が
店
頭
で

隣
り
あ
い
、
多
く
の
方
の
お
手
も

と
へ
届
け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

特
集
は
「
古
代
ロ
ー
マ
の
か
た

ち
」。
哲
学
者
や
詩
人
が
知
の
饗

宴
を
繰
り
広
げ
る
ロ
ー
マ
で
、
か

つ
て
古
代
人
た
ち
は
、
ま
ち
や
都

市
を
象
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
と
考
え

造
形
し
た
と
い
い
ま
す
。
歴
史
の

か
た
わ
ら
に
あ
る
古
代
ロ
ー
マ
の

日
常
の
〈
か
た
ち
〉
を
集
め
ま
し

た
。
八
点
収
録
。
卓
上
用
、
ハ
ガ

キ
大
、
ペ
ー
パ
ー
ケ
ー
ス
入
。

　

ご
希
望
の
方
は
一
部
六
〇
〇
円

に
送
料
八
〇
円
、
計
六
八
〇
円
分

の
切
手
を
同
封
の
う
え
小
社
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
（
〒
113
―

0033
文

京
区
本
郷
５
―

32
―

21
）。
複
数

の
ご
購
入
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い

（
電
話
03
―

３
８
１
４
―

０
１
３

１
）。
書
店
か
ら
も
ご
注
文
に
な

れ
ま
す
。（
十
月
中
旬
発
売
予
定
）

シリーズ

始まりの本
始原へ立ち帰り
何度でも
読み直したい
現代の古典。
新組み・新編集・
新解説で

《
ロ
シ
ア
革
命
の
考
察

》

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｈ
・
カ
ー

南
塚
信
吾
訳

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
史
の
基
本
書

　
『
歴
史
と
は
何
か
』
で
知
ら
れ

る
西
欧
歴
史
学
・
政
治
学
の
大
家

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
が
、
社
会
に
お
け

る
意
識
性
の
発
展
と
い
う
観
点
か

ら
、
知
識
人
の
革
命
と
し
て
の
ロ

シ
ア
革
命
を
論
じ
た
、ソ
ヴ
ェ
ト
・

ロ
シ
ア
史
の
基
本
書
。
目
次
：
ロ

シ
ア
革
命
―
―
そ
の
歴
史
的
意
義

／
赤
い
ロ
ー
ザ
／
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
／
上
か
ら
の
革

命
―
―
集
団
化
へ
の
道
／
ソ
ヴ
ェ

ト
工
業
化
の
考
察
／
ソ
ヴ
ェ
ト
労

働
組
合
／
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
悲
劇
／

未
完
の
革
命
ほ
か
。

［
現
代
史
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
四
六
272
頁
・
予
価
三
三
六
〇
円
）

［展覧会のご案内］

小林且典
ひそやかな眼差し
8 月 28 日 ― 11 月 25 日

静岡市美術館
エントランスホール・
多目的室（入場無料）

みすず
美術カレンダー

2013
のご案内

　
「
隠
喩
は
回
避
さ
え
す
れ
ば
距

離
の
お
け
る
も
の
で
は
な
い
。
暴

露
し
、
批
判
し
、
追
究
し
、
使
い

果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
」

　

結
核
、
癌
、
エ
イ
ズ
…
…
西
洋

文
化
が
「
病
い
」
を
と
ら
え
る
さ

い
、い
か
な
る
表
象
が
動
員
さ
れ
、

い
か
な
る
権
力
が
作
用
し
て
き
た

の
か
。
み
ず
か
ら
の
癌
体
験
を
ふ

ま
え
つ
つ
、
病
い
に
ま
と
い
つ
く

言
葉
の
暴
力
を
浮
き
彫
り
に
。
ソ

ン
タ
グ
円
熟
期
の
透
徹
し
た
文
化

批
評
。［
文
学
批
評
・
現
代
思
想
］

（
四
六
判
・
224
頁
・
三
三
六
〇
円
）

　

本
紙
三
月
号
で
ご
案
内
し
ま
し

た
宮
﨑
か
づ
ゑ
『
長
い
道
』（
今

号
二
面
下
に
広
告
）
が
七
月
に
刊

行
と
な
り
、
す
ぐ
さ
ま
書
評
や
た

く
さ
ん
の
ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。『
長
い
道
』
に
は
料
理

研
究
家
の
辰
巳
芳
子
氏
と
の
対
談

が
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、映
画『
天

の
し
ず
く　

辰
巳
芳
子
〝
い
の
ち

の
ス
ー
プ
〟』（
監
督
・
河
邑
厚
徳
、

11
月
３
日
東
京
都
写
真
美
術
館
ホ

ー
ル
封
切
）
に
は
、
宮
﨑
か
づ
ゑ

氏
が
出
演
さ
れ
、
お
ふ
た
り
の
出

会
い
の
場
面
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
天
の
し
ず
く

辰
巳
芳
子〝
い
の
ち
の
ス
ー
プ
〟』

今
秋
11
月
よ
り
劇
場
公
開
予
定

哲学・自然科学の
基本書５点（計 7
冊）を、10 月上旬
に復刊いたします

人間知性新論
Ｇ．Ｗ．ライプニッツ
米山 優訳　　 ￥7770

過程と実在
Ａ．Ｎ．ホワイトヘッド
平林康之訳［全 2 巻］
Ⅰ ￥6300　Ⅱ ￥5670

コペルニクス・
天球回転論

高橋憲一訳・解説
￥3990

カルノー・
熱機関の研究

広重 徹訳　　 ￥3150

化学熱力学 

Ｉ．プリゴジーヌ／Ｒ．
デフェイ　妹尾 学訳

［全 2 巻］　各￥4725

基本図書限定復刊
10 月

楽器を奏でる
辻音楽師


